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化定量(%)、けん化価、酸化(mg・ K0夏/容)及びヨウ素価(創100旦oil)の物性(1.6、 185.6、 3.4、 45.9)を求
めたところ、.シアバター(2~H、 178~196、ー、 49~67)に近い物性を持っており、とくにヨウ素
価値が低いことから変敗を受け難い油脂であることを明らかにしている。そとで、香粧品ヘの利用
を考慮し、10種類の臭い成分に対する消臭試験を行ったところ、身近な臭いである加齢臭の原因で
ある2・ノネナールに対して70%以上の値を示し、また、足の臭いの原因であるイソ吉草酸に対して
も70%の消臭効果が発現することを確認している。さらに、高い消臭活性をともなう天然物由来の
消臭剤開発を目的として、マンゴー種子中に含まれている脂肪酸(/Uレミチン酸、ステアリン酸、
オレイン酸、りノール酸及びりノレン酸)を任意の割合で混合し、その消臭効果を検討したとこ
ろ、観賞用の植物や海魚、甲殻類の腐敗によって生成するトリメチルアミンに対して、オレイン酸
を主成分とした混合系では消臭率98%以上.の値を得ている。また、2.ノネナールに対してはりノー
ル酸の添加割合を増加することにより90%以上の消臭効果が発現していることを確認してぃる。こ
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れらの結果から、中和剤としてマンゴー種子中を確認している。これらの結果から、中和剤としてマンゴー種
子中の脂肪酸と反応により、臭いのない物質あるいは嘆覚闘値が高い物質に変化したものと考察している。
このことを踏まえて、消臭効果がある化粧品乳液の試作を行い、市販品のオリーブ油を主体とした乳液と比
較したところ、ボランティアによる調査では半討生が強く、滑らかなクリーム状でしっとり感のあり、保湿力が高い
など化粧品原料としてとの高評価を得ている。また、石鹸としての物性(オリーブ石鹸と比較)を測定し,泡立
ち及び消抱効果に特徴を確認することができたことから、化粧品の中でも口紅の汚れ及び食品の汚れとして
お好みソースを用いて布洗浄効果を検討したところ、オリーブ石鹸よりも著しい洗浄効果があることを明らか
にしている。その効果として、マンゴー種子油の油脂成分が洗浄力の高いステアリン酸及びオレイン酸が主
成分であることが大きな影響を及ぽしているものと考察している。
一方、マンゴーの部位によっては、腰痛、気管支炎などの治療に用いられており、鎮痛作用、抗炎症作
用、免疫調節作用などの生理活性があるが種子中の脂質成分が持つ新たな生物活性については検討され
ておらず、商業的利用は末だ手つかずである。また、オレイン酸を主体とする油脂としてオリープオイルがあ
リ、閉経後の女性において摂取することで乳癌のりスクが減少することが示されており、オリーブオイルを多
用する伝統的な地中海の食事との関係が指摘され、油脂は悪性腫癌の発生を抑制する因子となり得ること
が示されている。そこで、すでにマンゴー種子由来の油脂には主成分としてオレイン酸が存在してぃることに
着目し、未利用資源であるマンゴー種子由来の油脂の新たな用途を検討する目的で子宮頸癌由来のHeLa
細胞を用いた抗腫癌活性を検討し、マンゴー種子由来の油脂はHeL飾朋包に対して濃度依存的な増殖活
性を示すことを明らかにしている。このことは油脂による細胞増殖活性はトリグリセリドがHeL'餌胞に直接作
用している可おを性があり、油脂がHel.細胞のliP叩roteinlipaseによって分解され、脂肪酸として作用するメカ
ニズムを提唱している。また、マンゴー種子由来の油脂が腫膓剤朋包の悪性度を亢進させることで細胞増殖を
促しているか否かを解明するために、iTRAQを用いた発現差異プロテオミクス解析を行ったところ、乃個の夕
ンパク質が同定され、マンゴー種子由来の油脂の処置で最も発現亢進が顕薯であったタンパク質は
HMGN2であり、コントロール群に対して25.06倍の発現亢進であるが、細胞の核内では細胞の機能継持に
寄与している一方で、都胞外から作用させると12解剛包や口1整吊平上皮癌細胞に対する増殖抑制作用が示
されたことを確認している。なお、HMGN2はHi帥m北iliW即・OUPNファミリーを榊成するタンパクのーつであ
リ、クロマチンの構成単位であるヌクレオソームに特異的に結合する非ヒストンタンパク質であることを確認し
ている。このように、マンゴー種子由来の油脂のHela細胞に対する増殖活性亢進作用を明らかにし、プロテ
オミクスを用いた網羅的な解析により悪性度の亢進にともなう増殖でない可能性が高いことを確認してぃる。
以上のように、本論文ではこれまでほとんど成分が明らかにされていなかった岩耳の成分分析と活性発現
の成分を特定し、活性発現が期待される類縁化合物についても合成し、機能性食品の素材として成り得るこ
とを明らかにしている。また、マンゴー種子の工業的利用について、多くの新たな知見を見出しており、有益
な天然物由来の素材であることを明らかにしている。このように、本論文の研究内容は今後の天然物資源を
原料とした有効活用ヘの指針を示しており、技術的にも学林珀机こも有意義なものである。よって、本諭文は
博士(工学)の学位論文に値すると認められる。
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